

















ことである。たとえば、avec elle [avεkεl]のように、avec [avεk]の語末の [k]が後続の母音
に連続する。この場合、音節に区切ると [a-vε-kεl]になる。
このように考えると、リエゾンに似た現象はほかにもあることに気づく。たとえば、英語
で、「連結の r」(linking r )と呼ばれる現象がそうである。一般に、語末の rは発音されない
か、ほとんど発音されないのであるが、母音が後続すると発音されるのである。たとえば、
far は単独では、語末の rはほとんど発音されないが、far away [farəwei]では rが発音され
















音に連結すること：vou(s) z avez 5)
おおむねこの定義でよいが、細かいことを述べれば、「母音で始まる語」には、「無音の h
で始まる語」も含まれる。フランス語には 2種類の hがあって、1つは「無音の h」、もう
一方は「有音の h」と呼ばれる。前者は、たとえば、les hommes [lezɔm]のように、リエゾ
ンを起こすが、後者では、les Halles [leal]のようにリエゾンを起こさない。 
この定義で、大切なことは、無音の子音字が、母音が後続したときに発音されるというこ






母音の前で neuf heures [nvr]
子音の前で neuf personnes [nfpεrsɔn]












un mot portant l’accent tonique ne se liera pas au mot suivant, un mot dont la ﬁnale est 
inaccentuée se liera facilement avec le mot suivant ; 8)
そして、次のような例を挙げている：
a) Un bon élève 














は、admirateur では -teur に、japonais では -nais にそれぞれアクセントがあるが、
l’admirateur japonaisになると、japonaisの -naisにアクセントが残るとしている 10)。この点
からすると、Bonnardの b)の例では、étrangeの -tranにアクセントが移動するはずである。
語が連続した場合、どこにアクセントが置かれるかについて、中田俊介は次のようなデー
タを示している。J’aime le carnaval musical de Saint-Denis.という発話を音声分析すると、le 























Saint-Exupéryの Le Petit Princeを資料とすることにする。これは、Bernard Giraudeauによ
る朗読である。テクストは Gallimard社刊のものを使用する（1965年版）。つぎに、くだけた




ページ数を表す。なお、リエゾンする箇所に [ _ ]を付すことにする。
 a. 限定詞＋名詞、限定詞＋形容詞＋名詞
限定詞は定冠詞、不定冠詞、所有形容詞、指示形容詞、数詞を指す。
Tous les_hommes (37), un_admirateur (42), des_additions (42), mes_amis (24), 
ces_étoiles (47), trois_arbustes (24), de bonnes_herbes (22), comme un petit_enfant 
145
(86)
 b.  副詞＋形容詞（過去分詞）
副詞は très, trop, plus, bien, toutなど。
C’est très_utile. (10), trop_ impressionnant (12), plus_important (29), bien_obéi (40), 
tout_entière (9)
 c. pas, jamaisの後
n’a pas_eu un ami (20), La terre n’est pas_une planète quelconque ! (58), je ne suis 
pas_explorateur (54), Je ne suis pas_apprivoisé (67), mais je n’ai pas_encore (76), ne 
plus jamais_entendre (86) 
 d. 前置詞＋名詞句
前置詞は après, dans, en, sansなど。それから、前置詞と冠詞が縮約したものとし
て、aux。
après_un silence (77), dans_une rêverie (16), En_effet (26), sans_inconvénient (24), 
aux_étoiles (49)
 e. 主語代名詞＋動詞、動詞＋ 3人称主語代名詞
主語代名詞は nous, vous, elles, onなど。
Nous_écrivons (56), vous_imaginez (1), elles_apparaissaient (30), on_exige (55), peut-il 
(37), dit-elle (34), servent-elles (27)
 f. 主語代名詞＋補語代名詞＋動詞、中性代名詞 en の前後で。
Il les_interroge (55), peut les_éteindre (78), Nous_en_étions (76), il y en_a (18)
 g. 動詞の後で。
動詞に後続する語は多様で、冠詞、副詞、前置詞、形容詞などである。
Je suis_un renard (67), il dit_encore (77), revint_à son idée (68), J’étais_heureux (81)
 h. 接続詞mais, puisの後。
Mais_il n’y a personne (40), Puis_il redevint sérieux (88) 
 i. 接続詞 quand、関係代名詞 dontの後で。
quandに後続するのは、人称代名詞（ilなど）、不定代名詞 on、不定冠詞（uneな
ど）である。
quand_il aperçut (15), Quand_on a terminé (24), quand_une drôle de petite voix (11), 
dont_il (60)
 j. c’est (c’était)の後で。
c’estに後続する語も多様で、冠詞、形容詞、副詞、代名詞などである。




tout_à fait (12), peut-être (18) 
3.2.　日常会話におけるリエゾン
次に、日常会話におけるリエゾンを観察することにする。資料として、上記の Les 
Orléanais ont la paroleを用いるが、これは、オルレアン在住の 27名のフランス人に、1–3分
間のインタビューをしたものをトランスクリプトしたものであり、リエゾンの箇所には [ _ ]





les_heures (26), des_appartements (25), deux_os (121), comme les_autres (44), les 
grands_ensembles (25), différentes_opérations (109), à mon_avis (98) 
 b. 副詞＋形容詞（過去分詞）
très_étendus (16), bien_illuminée (39), plus_élevé (63), moins_agréable (79), tout_en 
ordre (90), la plus_ouverte possible (98), on l’a bien_appris (118)
 c. pasの後
il n’est pas_exclu (80) 
 d. 前置詞＋名詞句
dans_un sens (19), en_usine (108), sans_histoires (30), devant_eux (31), en_arrivant 
(19), aux_enfants (98)
 e. 主語代名詞＋動詞
nous_avons (50), vous_allez (43), ils_auront choisi (98), on_habite (25), on_a remarqué 
(26) 
 f. 補語代名詞＋動詞、中性代名詞 en, yの前後。
pour les_obtenir (54), avant de les_amener (109), je vais vous_expliquer (61), la société 
en_a payé (79), nous_en_avons (108), vous_y seriez fourré (79)
 g. 動詞の後で。
je suis_allé voir (103), est_équilibré (19), qui est_un relief (19), sont_attachés (26), 
est_obligatoire (108), est_une ville (30), est_électricien (117), on peut_avoir (98) 
 i. 接続詞 quand、関係代名詞 dontの後。
quand_on est jeune (75), quand_il faut payer (76), dont_ils ne retiennent (118) 
 j. c’est (c’était)の後で。
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c’est_une région (19), c’était_une ville (30), c’est_assez curieux (40), c’est_un peu 
spécial (62), c’est_entretenu (67), c’est_apprendre à faire (98), c’est_à voir (39) 
 k. 成句・熟語









un gros/os (121), les normes/ofﬁcielles (63)
 c. pasの後。
ce n’est pas/une région (19), ils ne sont pas/excessifs (19), il y a pas/un chat (35), 
beaucoup ne peuvent pas/en dire (58), n’arriverait pas/à avoir (70), ils allaient pas/
avoir (76), ils n’en ont pas/assez (114) 
 d. 前置詞＋名詞句
depuis/un siècle (43), pendant/un siècle (43)




étaient/acheminés (21), qui est/aide-comptable (94), on ne doit/absolument pas (98), 
on devrait/accorder (98)
 h. mais の後。
mais/enﬁn (19), mais/aussi (21), mais/ils ne veulent pas (26), mais/une chaussure (70), 
mais/en travaillant (108)
 i. 接続詞 quandの後。
この 1例のみ。
quand/on a commencé (21)
 j. c’est (c’était)の後。
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読：Tous les_hommes, comme un petit_enfant、会話：des_appartements, grands_ensembles, 
etc.）。
「副詞＋形容詞（過去分詞）」も結合度が高いといってよいだろう。ここでも、朗読でも日
常会話でも、リエゾンが行われる（朗読：très_utile, bien_obéi, 会話：très_étendus, plus_
élevé, etc.）。
「主語代名詞＋動詞」、「補語代名詞＋動詞」も結合度が強い場合である。これも朗読でも
日常会話でもリエゾンが起こるケースである（朗読：vous_imaginez, on_exige, il les_
interroge、会話：nous_avons, pour les_obtenir, etc.）。 
「接続詞 quandの後」も、朗読と会話においてリエゾンされる場合である（朗読：
quand_il aperçut、会話：quand_on est jeune, etc.）。ただし、これには、会話でたった 1例、
リエゾンしていない例があった (quand/on a commencé)。これは通常リエゾンする場合であ
り、日常会話では、このようなゆれがあることをしめす例といえよう。
「成句・熟語」の場合も、朗読・会話ともにリエゾンをしていて例外はなかった（朗読：
tout_à fait、会話：peut-être, etc.）。 
次に、リエゾンにゆれがある場合をまとめてみると、まず「動詞の後」がある。動詞の後
には、冠詞・前置詞・副詞・不定詞などさまざまなものが後続するが、朗読でリエゾンする
からといって、会話でリエゾンするとは限らない（朗読：Je suis_un renard、会話：je 
suis_allé voir, étaient/acheminés, etc.）。
次に「c’estの後」がある。C’estに後続する要素も多様で、冠詞・形容詞・副詞・代名詞
などであるが、これも朗読ではほとんどつねにリエゾンされるとはいえ、会話では、リエゾ





a) Et ils n’en pensent pas_un mot. (Clair, Comédies, 70)
b)  Vous ne comprendrez jamais/une chose, c’est qu’il le fait exprès, Madame 
Desbaresdes. (Duras, Moderato, 69)
朝倉はこれらの例に関して、a)では unが数詞と解され、リエゾンが起こるが、b) では、
数詞とは解されず、リエゾンも行われないと述べている。しかし、実際には、日常会話であ
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 13) なお、本稿では、リエゾンの起きる規則や、リエゾンの禁止の場合を網羅的にあげることはしな
かったが、この点に関しては、上記の文法書・参考書、および次の書目を参照されたい：青井明
「リエゾン」『音声・音韻ハンドブック』勉成社、近刊。
